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1. はじめに 

農林水産省の官民連携新技術研究開発事

業において試験施工されたステンレス鋼矢

板 1）は，暴露後約 7 年が経過している．比

較対象として施工された普通鋼製の軽量鋼

矢板の腐食量と比較すると，顕著に高い耐

久性が確認されている．本稿では，ステン

レス鋼矢板の耐久性評価結果を踏まえ，排

水路護岸への超長期耐久材料の適用にあた

っての新たな課題と解決に向けた取り組み

について報告する． 
2. 調査施設・方法 

調査対象は，新潟県内の O 排水路に設置

された軽量鋼矢板およびステンレス鋼矢板

である（図 1）．設置後 7 年が経過した時点

での外観状況を図 2 に示す．また，設置後

5 年の時点で水路の仮締切を行い，土中部

を 50cm 掘り下げた状態で外観調査を実施

するとともに，超音波板厚計による板厚計

測を行った． 
3. 結果および考察 

外観の状況を図 3 および図 4 に，板厚調

査結果を図 5 に示す．普通鋼である軽量鋼

矢板においては，鋼矢板全面に腐食が確認

され，特に水位変動部においては，層状の

浮き錆が発生していた（図 3）．ステンレス

鋼矢板（SUS430）では，表面の付着物をウ

ェス等で除去すると直径 1mm 未満の微小

な局部腐食である孔食の発生が確認された

（図 4）．孔食は 50mm×50mm の範囲に 20
～30 個程度確認されたが，腐食量としては

極めて微量であった．図 5 に板厚調査結果

を示す．普通鋼では，腐食量が最大となる
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図 1 施工直後（0 日） 

 
図 2 施工後（約 7 年） 

 
図 3 軽量鋼矢板の腐食状態 
（暴露期間 5 年 普通鋼） 
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水位変動部において約 0.75mm の減厚が確

認された．一方，ステンレス鋼矢板では，

超音波板厚計で板厚減少量を確認できない

程度の微小な腐食量であった．以上の結果

より，ステンレス鋼矢板の優れた耐食性が

示された． 
4. 新たな課題と解決に向けた取り組み 

100 年を超える長期耐久性材を適用する

場合，現在の LCC 評価における機能保全コ

ストの評価方法では，40 年を供用期間とし

ているため，いくつかの課題があることが

確認されている 2）．永続的に利用される排

水路においては，40 年を超える供用期間を

想定した LCC 設計の考え方の整理するこ

とが不可欠であると考えられる．また，ス

テンレス鋼矢板の適用が想定される排水路

では，市街化の進行に伴い，護岸周辺に道

路や構造物が建設された事例も多い．この

ため，水路建設当時のように水路側方から

重機を用いて施工することが困難となった

箇所も多く見受けられる．そこで，狭隘地

における排水路護岸の新たな更新工法とし

て，水路上空空間を活用した施工方法の開

発を検討している（図 6）．本施工方法によ

り，施工ヤードの確保や交通規制等の課題

の解決を図るとともに，灌漑期・非灌漑期

を問わず年間を通じた施工の実現を目指す． 
5．おわりに 

護岸材の長寿命化による維持管理負担の

軽減および LCC の削減に加え，新たな施工

方法の確立により計画的な工事実施を可能

とすることで，農業用排水路の永続的な利

用に貢献する． 
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図 4 ステンレス鋼矢板の孔食発生状態 

（暴露期間 5 年 SUS430） 

 
図 5 暴露期間 5 年での腐食量の相違 

 

図 6 水路上空空間を活用した更新工事 
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